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1.はじめに 

近年，高齢者の低栄養状態が問題となっており，

胃の消化機能を考慮した食事提供が重要と考えら

れている．従来，消化機能の評価は主として X 線を

利用する方法や内視鏡を利用する方法など侵襲的

な方法が用いられている．しかし，このような評価方

法は，被験者への負担が大きいため，非侵襲で評

価できる方法が求められている． 

 このような背景から昨年度までの卒業研究では

非侵襲で胃の消化機能を評価する方法として，胃

運動により発生する活動電位である胃電図を汎用

筋電図測定器により測定し，得られた胃電図から

胃運動を評価するプログラムの開発が行われ，そ

の有効性が確認された． 

 ここで，昨年度までに提案された胃電図による

胃運動の評価方法は，測定された胃電図から 1 分

間に 3 回と 6 回の周期的運動の収縮エネルギーを

FFT を行うことにより求め，それぞれ S1，S2 とし，そ

の比(S1/S2)の時間変化から得られる消化機能評

価値 PW1, PW2 により評価するものである． 

 しかし，開発された分析プログラムは，消化機

能評価値の表示がわかりづらく，分析範囲の設定

が煩雑で処理速度も遅くパソコンに不慣れな操作

者は使いづらいという欠点があった． また，胃電

図計測時に被験者ごとに統一された栄養価の摂

取物ではなかったことも課題になっていた．  
 

2.目的 

 本研究では，昨年度開発されていたプログラ

ムで問題となっていた測定データの表示方法や

分析範囲の設定方法，分析アルゴリズムについ

て検討を加えることで，初心者でも容易に操作が

でき，高速に分析処理が可能な胃電図分析プロ

グラムを開発することを目的とした． 
  

3.プログラムの概要 

 本研究で作成した胃電図分析プログラムは，

Microsoft Visual C# 開発環境を利用して開発した． 

開発したプログラムは，胃電図から胃の周期運動と

消化機能との関連を調べるために胃電図を FFT に

よる周波数分析を行い，特定周波数帯域のエネル

ギーを評価値として算出する．以下に分析プログラ

ムによる処理手順を図１に示す． 

 また，胃電図の分析範囲設定時に計算に必要

なデータの探索時間短縮を考慮して開発を行い，

計算量を�(�)から�(�)まで下げることができた． 
 

 

開始

分析範囲に対して4096点ごとに

FFTを行う     

得られた周波数スペクトルの

0 .0 3 Hz ～  0.1Hzの面積S 1と

0.1Hz～0.3Hzの面積S2から評

価パラメータS2/S1を算出する

評価パラメータの時間変化波形に

対してFFTを行う

評価値スペクトルの低周波部分と

高周波部分のエネルギーPW1，

PW2を評価値として算出する

終了

胃電図データを読み込み，分析

範囲を設定する 

 
図 1 胃電図評価プログラムのフローチャート 

 

4.開発したプログラムの評価 

 本研究では新型コロナウイルスの影響で被験

者を用いた測定を行ことができなったため，昨年

度までに測定されたの 24 名の胃電図データを使

用して開発した分析プログラムの評価を行った． 

 図 2 に低塩分食と高塩分食摂取時の胃電図の

分析により得られた消化機能評価値 PW1 および，

PW2 を平均値と標準偏差を示す． 

 得られた評価値 PW1，PW2 は負荷食の塩分量

の違いにより有意水準 1%で有意な差が見られ，

低塩分食の方が大きくなっている．この結果は，

昨年度までの評価結果と同様である．さらに，昨

年度開発されたプログラムに比べ操作性の向上

や処理時間の短縮を感じることができた． 
 

 
図 2 開発したプログラムによる消化機能評価結果 
 

5.まとめ 

 本研究で開発した胃電図分析プログラムは，パソ

コン操作に不慣れな操作者でもマウス操作だけで

分析が可能であることに加え，計算量を�(�)から

�(�)まで下げることができたため，扱いやすい分

析評価プログラムになったと考えられる． 
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